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会
場
：
桜
修
館
中
等
教
育
学
校

　
　
　

２
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

● 

議
事
予
定

　

活
動
報
告
、

　

会
計
決
算
報
告
、

　

お
よ
び
収
支
状
況
報
告

　

 

会
計
年
度
の
変
更

　

会
則
・
細
則
一
部
改
定

　

今
後
の
活
動
方
針

　

今
回
の
総
会
で
は
、
重
要
な

議
題
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
会
計
年
度
の
変
更

で
す
。
現
在
の
会
計
年
度
は
、

会
則
第
22
条
に
よ
っ
て
、
10
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
暦
年
と

は
９
カ
月
も
ず
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
を
是
正
し
て
、

２
０
１
５
年
度
を
来
年
の
３
月

31
日
ま
で
の
変
則
６
ヶ
月
間
と

し
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
は
翌

年
３
月
ま
で
を
ひ
と
つ
の
会
計

年
度
と
し
ま
す
。
こ
の
変
更
に

は
、
会
則
の
改
定
が
必
要
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
会
費
の
見
直

し
で
す
。
現
在
の
会
費
は
、
３

年
会
費
と
終
身
会
費
の
二
本
立

て
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
い
ず
れ
毎
年
納
入
の
年
会
費

一
本
に
統
一
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
理
事
会
で
決
定
し
総

会
に
お
諮
り
し
て
確
認
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
進
め
た
い
具
体
的
な

同
窓
会
活
動
の
計
画
が
い
く
つ

か
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

ご
討
議
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
記
念
祭
以
外
で
は
、
な

か
な
か
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
無

い
八
雲
が
丘
に
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

総
会
出
席
の
申
し
込
み

同
封
の
は
が
き
に
52
円
切
手

を
貼
り
６
月
15
日
ま
で
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。
切
手
代
は
総
会

当
日
に
お
返
し
い
た
し
ま
す

旧
制
府
立
高
校
創
立
か
ら
85
年
。

改
め
て
歴
史
を
共
有
す
る
３
校

の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

１
９
２
９（
昭
和
４
）年	

７
年
制
の
府
立
高
等
学
校
、府
立

一
中（
現
日
比
谷
高
校
）校
舎
内

で
開
校
。尋
常
科
８
０
名
、高
等

科
１
６
０
名
。初
代
校
長
・
川
田

正
澂	

１
９
３
１（
昭
和
６
）年	

八
雲
に
新
校
舎
建
設
は
じ
ま
る
。

東
横
線
・
柿
の
木
坂
駅
が
府
立

高
等
前
駅
に

１
９
３
２（
昭
和
７
）年	

八
雲
新
校
舎（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
３
階
建
て
）完
成
、移
転
。イ
ン

タ
ー
ハ
イ
初
出
場	

１
９
３
５（
昭
和
10
）年	

図
書
館
開
館
。運
動
場
完
成
。父

兄
会
が
プ
ー
ル
寄
付
。校
歌
制
定

１
９
４
０（
昭
和
15
）年	

国
民
精
神
総
動
員
府
高
実
行
委

員
会
が
結
成
さ
れ
る
。「
校
友
会
」

を「
報
国
団
」と
改
称	

１
９
４
２（
昭
和
17
）年	

戦
時
、半
年
短
縮
９
月
卒
業

１
９
４
３（
昭
和
18
）年　
　

学
徒
出
陣（
14
名
入
隊
）。勤
労
動

員
。９
月
卒
業
。南
寮
、北
寮
開

寮
。戦
中
最
後
の
記
念
祭
。	

東
京
都
制
実
施
に
伴
い
、校
名
が

都
立
高
等
学
校
に
。	

１
９
４
４（
昭
和
19
）年	

勤
労
動
員
先
で
授
業
。４
月
入

学
、授
業
開
始
は
９
月
。尋
常
科

御
殿
場
疎
開
。９
月
卒
業
式	

１
９
４
５（
昭
和
20
）年	

３
月
卒
業
式
。グ
ラ
ン
ド
は
畑

に
、弓
道
場
に
教
職
員
住
宅

１
９
４
６（
昭
和
21
）年	

第
18
回
入
学
式（
最
後
の
入
学

式
）

１
９
４
７（
昭
和
22
）年	

新
学
制（
６
・
３
制
）に
と
も
な
い

尋
常
科
募
集
停
止	

１
９
４
８（
昭
和
23
）年	

尋
常
科
が
都
立
新
制
高
校
と
な

る
。校
旗
、校
歌
、校
章
は
新
制
高

校
が
継
承	

１
９
４
９（
昭
和
24
）年	

高
等
科
は
募
集
を
停
止
し
、東
京

都
立
大
学
と
な
る
。都
立
新
制
高

校
は
、東
京
都
立
大
学
附
属
高
等

学
校
と
な
り
、女
子
20
名
募
集
、

男
女
共
学
と
な
る	

１
９
５
０（
昭
和
25
）年	

旧
制
都
立
高
等
学
校
閉
校

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

　

来
る
６
月
27
日
（
土
）
に
、

２
０
１
１
年
４
月
以
来
の
同
窓

会
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
今
後

の
同
窓
会
運
営
に
反
映
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日
時
：
６
月
27
日
（
土
）
14
時  

 

〜
（
受
付
13
時
30
分
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
い
か

が
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

母
校
の
閉
校
か
ら
こ
の
春
で

４
年
、
同
窓
会
も
新
た
な
会
員

が
増
え
る
こ
と
な
く
４
年
が
経

ち
ま
し
た
。
閉
校
に
際
し
て
い

く
つ
か
の
閉
校
記
念
事
業
を
行

い
、
桜
修
館
と
の
継
続
性
を
確

か
め
な
が
ら
、
会
費
に
よ
る
運

に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
計

画
し
て
い
る
の
は
、
卒
業
生
に

八
雲
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
帰
郷

し
て
も
ら
う
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
企
画
と
、
同
窓
生
に

よ
る
「
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
」
企

画
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ご
案
内
状
、
そ
の

他
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

創
立
85
周
年
、
３
校
の
軌
跡

営
を
始
め
た
の
が
、
同
窓
会
と

し
て
の
新
た
な
「
第
一
歩
」
だ
っ

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
、
さ
ら
に
「
第
二

歩
」
を
踏
み
出
す
年
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
都
大
附

高
同
窓
会
は
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
、
と
い
う
問
い
か
け

に
具
体
的
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

「
第
二
歩
」を
踏
み
出
す
年
に　

  　
理
事
長　

宍
戸
迪
武 

６
月
27
日
に
定
期
総
会
を
開
催

　
　

多
数
の
ご
出
席
を
期
待
し
て
い
ま
す
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開
校
以
来
、「
論
理
的
な
思
考

力
」
を
重
視
し
、
国
語
以
外
に

数
学
、
社
会
科
、
理
科
な
ど
の

教
科
で
も
、
論
理
的
に
考
え
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
般
の
教
科
と
別
に
「
国

語
で
論
理
を
学
ぶ
」「
数
学
で
論

理
を
学
ぶ
」
と
い
う
授
業
が
あ

り
、
一
年
生
で
論
理
的
な
思
考

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
っ

た
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
こ
う
し
た
授
業
を
通

じ
、
論
理
的
思
考
力
に
欠
か
せ

な
い
分
析
力
・
考
察
力
・
判
断

力
な
ど
を
養
い
、
自
ら
課
題
を

発
見
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
入
試
改
革
が
い

ろ
い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代

わ
る
新
し
い
入
試
は
、
単
な
る

知
識
で
は
な
く
、
論
理
的
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
適

切
に
評
価
す
る
問
題
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
桜
修
館
が

こ
の
十
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
新
し
い

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
て
い
る

力
や
経
験
を
、
本
校
の
生
徒
は

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
都
立
大
学
附
属
高

等
学
校
の
同
窓
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
成
二
六
年
四
月
に
、
都
立
桜

修
館
中
等
教
育
学
校
の
第
四
代

校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
金

田
喜
明
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
、
桜
修
館
は

創
立
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
間
本
校
で
は
、
府
立
高
校
及

び
都
立
大
学
附
属
高
校
が
目
指

し
て
き
た
自
主
自
由
と
真
理
の

探
究
の
精
神
を
、
校
章
・
校
旗
・

校
歌
と
と
も
に
受
け
継
ぎ
、
６

年
間
の
一
貫
し
た
教
育
活
動
の

中
で
、
世
界
の
中
の
日
本
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

も
っ
て
国
際
社
会
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

十
分
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
、
学
校
行

事
や
部
活
動
に
も
夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
み
、
仲
間
と
と
も
に

創
造
す
る
こ
と
で
一
人
一
人
を

大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
記
念

祭
は
、
都
立
大
附
属
高
校
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
幹
部
の
生
徒

を
中
心
に
企
画
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
由

の
意
義
と
責
任
の
重
さ
を
実
感

し
、
自
主
自
律
の
精
神
が
育
っ

て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、

今
年
度
、
前
期
弓

道
部
が
都
大
会
団

体
男
子
の
部
・
団

体
女
子
の
部
で
い

ず
れ
も
優
勝
し
全

国
大
会
に
出
場
し

た
ほ
か
、
水
泳
部

二
百
メ
ー
ト
ル
個

人
メ
ド
レ
ー
で
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、

前
期
男
子
テ
ニ
ス

部
が
団
体
の
部
で

関
東
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
や
部
活
動
を
は
じ

め
、
本
校
の
教
育
活
動
や
様
々

な
取
組
に
つ
い
て
、
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

週
に
一
、二
回
は
更
新
し
て
新
し

い
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
に
も
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校

の
十
周
年
記
念
式
典
は
、
平
成

二
七
年
十
月
十
日
に
実
施
い
た

し
ま
す
。
今
後
、
都
立
大
学
附

属
高
等
学
校
の
同
窓
会
の
皆
様

に
何
か
と
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）

木
造
瓦
葺
新
校
舎
３
棟
完
成
。東

横
線
、都
立
高
校
駅
か
ら
都
立
大

学
駅
と
改
称

１
９
５
１（
昭
和
26
）年	

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
第
１

回
卒
業
式

１
９
５
２（
昭
和
27
）年	

１
学
年
３
学
級
、定
員
１
５
０
名

１
９
６
０（
昭
和
35
）年	

１
学
年
４
学
級
２
０
０
名
に
増

加	１
９
６
３（
昭
和
38
）年	

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て

校
舎
落
成
。生
徒
急
増
対
策
の
た

め
１
年
生
の
み
７
学
級	

１
９
６
４（
昭
和
39
）年	

１
学
年
６
学
級（
男
子
２
０
０

名
、女
子
１
０
０
名
）と
な
る	

１
９
６
７（
昭
和
42
）年	

学
校
群
制
度
実
施
。広
尾
・
目
黒

と
と
も
に
第
23
群

１
９
６
９（
昭
和
44
）年	

３
月
第
19
回
卒
業
式
中
止
。以
後

８
年
間
卒
業
式
は
行
わ
れ
な
い
。

９
月
第
１
次
学
園
紛
争	

１
９
７
１（
昭
和
46
）年	

鉄
筋
４
階
建
て
校
舎
Ａ
棟
新
築

１
９
７
２（
昭
和
47
）年　
　

第
４
次
学
園
紛
争
、授
業
不
能

１
９
７
４（
昭
和
49
）年	

定
員
男
女
同
数（
１
３
５
＋

１
３
５
）に
。Ｂ
棟
完
成
。Ａ
棟
増

築
完
成
。木
造
校
舎
取
り
壊
し

１
９
８
２（
昭
和
57
）年	

都
立
高
校
入
試
、グ
ル
ー
プ
に
よ

る
合
同
選
抜
実
施
。新
教
育
課
程

実
施	

	
	

１
９
９
１（
平
成
３
）年	

都
立
大
学
、八
王
子
南
大
沢
に
移

転	１
９
９
９（
平
成
11
）年	

東
京
都
、都
立
大
学
附
属
高
等
学

校
を
改
組
し
、６
年
制
中
等
教
育

学
校
と
す
る
こ
と
を
決
定	

２
０
０
５（
平
成
17
）年	

６
年
制
一
貫
校
の
校
名「
東
京
都

立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
」に
決

定
。首
都
大
学
東
京
発
足	

２
０
０
６（
平
成
18
）年　
　

都
立
大
附
属
高
等
学
校
定
時
制
、

閉
課
程
。桜
修
館
中
等
教
育
学
校

開
校
、１
期
生
１
６
０
名
入
学	

２
０
０
８（
平
成
20
）年	

都
大
附
高
最
後
の
61
期
生
入
学	

２
０
１
１（
平
成
23
）年	

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

閉
校
。最
後
の
卒
業
式
。校
旗
、

校
歌
、校
章
は
桜
修
館
が
継
承
。	

中
庭
の
閉
校
記
念
碑「
繁
栄
」除

幕	２
０
１
２（
平
成
24
）年	

桜
修
館
中
等
教
育
学
校
第
１
回

卒
業
式
、１
期
生
１
５
０
名
卒
業	

２
０
１
４（
平
成
26
）年　
　

府
立
高
等
学
校
創
立
85
周
年

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
長　

 

金
田
喜
明

桜
修
館
十
周
年
に
向
け
て

昨年の記念祭には多数の小学生が来校しました。
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第
２
回
「
八
雲
が
丘
賞
」
を
、

桜
修
館
中
等
教
育
学
校
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
部
が
受
賞
し
ま
し

た
。
昨
年
９
月
８
日
、
第
66
回

記
念
祭
の
閉
祭
式
の
中
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
都
大
附
高
同
窓

会
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部

の
皆
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
記
念

品
代
（
10
万
円
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
賞
は
一
昨
年
制
定
さ
れ

た
も
の
で
、
都
立
桜
修
館
中
等

教
育
学
校
の
生
徒
た
ち
の
優
秀

な
部
活
動
や
課
外
活
動
に
対
し

て
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

同
窓
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。
昨

年
の
第
１
回
の
受
賞
は
、
日
本

文
化
部
・
茶
道
部
門
の
皆
さ
ん

で
し
た
。
　

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部

狭
義
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
は
、
何
か
の
課
題
に
つ
い
て

研
究
す
る
際
、
実
際
に
現
地
を

訪
れ
て
聞
き
取
り
調
査
や
資
料

の
収
集
を
行
っ
た
り
、
対
象
を

直
接
観
察
す
る
な
ど
、
客
観
的

な
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
調
査

技
法
で
す
。
地
理
学
で
は「
巡
検
」

と
い
い
ま
す
。

桜
修
館
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
部
は
、
よ
り
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

部
員
自
身
の
興
味
や
関
心
に

よ
っ
て
、
目
黒
区
内
に
限
ら
ず

都
内
各
地
の
史
跡
や
施
設
の
巡

検
を
行
う
一
方
、
地
域
で
の
お

祭
り
な
ど
の
行
事
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
清
掃

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
内
で
は
清
掃
活

動
を
行
う
ほ
か
、
畑
で
の
野
菜

の
栽
培
が
ユ
ニ
ー
ク
。
記
念
祭

の
期
間
中
、
桜
修
館
を
目
指
す

小
学
生
を
対
象
と
し
て
行
う
校

内
案
内
は
、
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

生
徒
自
ら
の

創
造
性
が
魅
力

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部
に

入
っ
た
動
機
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
っ
て
見
学

す
る
の
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」

「
記
念
祭
の
時
の
展
示
で
興
味
を

も
っ
た
」「
落
ち
葉
掃
き
を
し
て

い
る
と
い
う
活
動
に
心
ひ
か
れ

た
」
な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。「
運
動
系
と
も
文
化
系

と
も
言
え
る
部
活
動
に
興
味
を

も
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ

に
そ
う
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
目
的
地
を
決
め
て
、
歴
史

や
特
徴
を
自
分
た
ち
で
調
べ
て

話
し
合
い
、
お
互
い
に
高
め
あ

え
る
」「
巡
検
で
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
を
見
学
で
き
る
」
の
が
楽

し
い
と
い
う
声
の
ほ
か
に
、
畑

の
農
作
業
が
楽
し
い
と
い
う
部

員
も
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
部
の
守
備
範
囲
の
広
さ
と
活

動
の
創
造
性
の
高
さ
は
、
大
変

魅
力
的
で
す
。

生
徒
の
多
様
な
活
動
を

応
援
し
ま
す

桜
修
館
の
部
活
動
や
生
徒
の

課
外
活
動
に
は
、
目
立
た
な
い

け
れ
ど
良
く
や
っ
て
い
る
、
と

評
価
出
来
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
活
動
を

応
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
桜

修
館
の
現
役
生
徒
と
私
た
ち
同

窓
会
と
の
つ
な
が
り
を
、
よ
り

緊
密
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部
が
受
賞   

　
　
　
　
　

第
２
回「
八
雲
が
丘
賞
」

「八雲が丘賞」規定
1 趣 旨

この賞は、東京都立桜修館中等教育学校の生徒による優れた部活
動、課外活動に対して、東京都立大学附属高等学校同窓会から贈ら
れるものです。

2 賞と対象期間
賞の対象期間は、４月から次年３月までの１年間とし、「優秀賞」お
よび「奨励賞」の二つを設定します。２年以上にわたって顕著な実
績を上げた活動に対して「大賞」を贈ることがあります。
賞は、記念品または同等金額の活動費支援とします。

3 基 準
賞の選考基準は以下によります。
①年間を通じて継続的に活動を展開し、十分な実績を上げたもの
②前年度に比して活動の内容に顕著な向上が見られたもの
③対外試合、コンクールなどで優秀な成績を上げたもの
④その他桜修館生徒にふさわしい優れた活動を行ったもの

4 選 考
対象となる活動について桜修館中等教育学校の推薦をうけ、都大
附高同窓会理事会において決定します。

5 賞の贈呈
前年度の受賞活動に対し、原則として次年度記念祭の期間中に表
彰し、賞の贈呈を行います。

（付記）この規定は、平成25年４月１日より施行します。
ただし、賞の対象期間を平成24年度に遡って実施します。

表彰されたフィールドワーク部（部長・中西千聡さん）の皆さん

表彰状と記念品代が贈られました

第２回八雲が丘賞の表彰状
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【 表Ⅱ】 2013年度正味財産増減計算書
（2013年10月1日～2014年9月30日）

監査報告：提出された2013年度の帳簿等を精査し、
上記財務諸表等に誤りがないことを確認します。
2014年11月11日　監事

　2013（平成25）年度の決算は、表Ⅱの通り単年度収支で120万円

余の赤字となりました。これは会費収入が予算に対して大きく

不足したことによるものです。支出は対予算61万円のマイナス

となっています。

＜収入＞
　収入のほとんどを占める受け取り会費は、３年会費が97万円

（194人）、終身会費は72万円（24人）でした。会費収入予算350万円

に対して180万円余の不足となっています。現行の会費が、終身会

費と３年会費であるところから、収入予測を立てにくいことが影

響しています。ちなみに2012年度の会費収入は、760万円でした。

＜支出＞
　支出の中心は、会報の制作・印刷・発送費で220万円、全体の３

分の２強を占めています。他ではコンビニでの会費収納手数料、

「八雲が丘賞」記念品代を含む記念祭費、会議費などがまとまった

支出です。予算に計上されたホームカミングデー経費、沿革史パ

ネル制作費はともに来期に延期されたため、支出減の要因となり

ました。

　2011年4月の同窓会総会で「会費」を新設し、同年の12月に発行

された会報で初めて会費納入のお願いしてから3年がたちまし

た。母校の閉校により新卒業生からの入会金収入がなくなったこ

とによる措置だったことは、ご承知の通りです。

　2013年1月、2014年1月と、計3回会報で会費納入のお願いをし

た結果、次のような会費の納入状況となりました。

  2011年度分　　   3年会費 188万円、　   終身会費 339万円

  2012年度分　　　　〃　　412万円、　　  　〃　  348万円

  2013年度分　　　　〃　　  97万円、　　　  〃　 　72万円

会員数にしますと、3年会費を納入いただいた方が1394人、終身

会費を納入いただいた方は253人。合計1647人です。

　会費が、3年分あるいは終身という形であるため、単年度の収

入が見極めにくいのですが、3年会費3年分計697万円を3で割る

と232万円強となります。終身会費計759万円は、基金的なものと

して単年度の収支からは外して考えています。

　現在の同窓会活動の規模を維持し発展させていくためには、

232万円では足りません。終身会費を除く会費収入が年350万円、

会員数700名が必要だと言えます。現状は465人（1394人÷3）です

から、あと少し会員の皆さんの協力が必要です。

＜会費規定の改定＞
　3年会費と終身会費という現在の会費を今後どうするかについ

ては、2013年度下期「理事・監事・評議員会議」で、年会費一本に

改定する基本方針を決定しました。6月の総会で、理事会の考え

方と会則の細則改定の具体的条文についてご確認いただくこと

にしています（1面参照）。

事務局インフォメーション
2013年度決算報告

同窓会の会費と会費収入

【表Ⅰ】 2013年度貸借対照表（財産目録）
（2013年10月1日～2014年9月30日）
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事務局インフォメーション

2013年		11月	 1日	 2012年度会計監査
	 	11月30日	 第15回八雲が丘学友会
	 	12月11日	 學フォーラム
2014年			 1月18日	 上期「理事・監事・評議員会議」
	 		 3月	 5日	 拡大常務理事会
	 		 3月15日	 第16回八雲が丘学友会
	 		 6月21日	 下期「理事・監事・評議員会議」
	 		 6月21日	 第17回八雲が丘学友会
	 		 7月29日	 拡大同窓会報編集委員会
	 		 8月23日	 第18回八雲が丘学友会
	 		9月6・7日	第66回記念祭「八雲が丘の集い」出展
	 		 9月	 8日	 第2回「八雲が丘賞」表彰式

同窓会への連絡方法
住所の変更、その他の同窓会への連絡は、下記のいずれ
かでお願いします。

❶ http://yagumokai.org/ から
　　　　トップページ左側の（ご連絡）Contact ボタンを
　　　　クリックするとメールフォームが出ます。
❷ 郵送　〒152-0023東京都目黒区八雲１－１－２
　　　　都立桜修館中等教育学校内　
　　　　都立大学附属高等学校同窓会

または　　　　〒152-0002 東京都目黒区目黒本町４－２３－６ 
　　　　 宍戸方　都立大学附属高等学校同窓会 事務局

2013年度　　　　　　　　の会議ほか（2013.10.1 〜
  　2014.9.30）

現在、同窓会では出来るだけ多くの会員に、会報

をお届けしたいと考え、各期の理事・評議員の方を

中心に名簿原簿の整備作業を行っています。引っ越

しなどによる名簿情報の変更、訂正をぜひお寄せく

ださい。理事・評議員を通じて、あるいは直接事務

局へ郵送で、またホームページのメールフォームを

使って、など方法は問いません。

名簿は、会報の発送先として使用する他は、クラ

ス会、同期会、OB会などの開催のために活用してい

ただきたいと思っています。必要がある時は、事務

局までお問い合わせください。

＜同窓会名簿＞
『同窓会名簿 2005』は、56 期〜 61 期の別冊を含め、

まだ若干部数が残っています。2,500 円（送料とも）

でお頒け出来ます。ご希望の方は事務局までお申し

込みください。

＜44期の皆さんにお詫び＞
2005 年に発行された『同窓会名簿 2005』に大きな

間違いがありました。44期 6クラス分がそっくり 46

期と置き換わっています。原因は不明ですが、原簿デー

タでもそのようになっていました。今回、卒業時の住

所に遡って 44 期の皆さんの住所録整備にとりかかっ

ています。心からお詫びするとともに、正しい住所

を事務局までご連絡いただければ、と思います。

会費納入のお願い
　今回、納入をお願いするのは、1期から59期の卒業生

です。卒業後5年未満の60期、61期の方は会費免除です。

　昨年度および一昨年度に3年会費5000円を納入され	

た方、および終身会費を納入された方も、対象外です。

対象の方には、会費納入のための払込取扱票を同封

いたしました。対象外の方には同封されていないは

ずですが、行き違いで万一同封されていた場合はご

容赦ください。

3年会費は5,000円、終身会費は30,000円です。

［振り込みの方法］
●ゆうちょ銀行〔郵便局〕=3 年会費
　同封の「払込取扱票」に、住所、氏名など必要事

　項を記入して、郵便局で納入してください。

●コンビニ =3 年会費
　同封のコンビニ専用「払込取扱票」をそのままお

　持ちいただきコンビニで納入してください。

●銀行振り込み =3 年会費、終身会費
　ジャパンネット銀行すずめ支店（支店番号 002）

　普通預金　６２７１３９８

　（口座名義）トウキョウトリツダイガクフゾク

コウトウガッコウドウソウカイ

	（漢字表記は、東京都立大学附属高等学校同窓会）

　ATMから振り込む場合は、振込人名を修正して、　

　名前の前に卒業期・クラスを入れてください。

　（例 =13A	トリツタロウ）

　ネットバンクをご利用の場合は、ATMと同様に振

　込人名を修正するか、通信欄に卒業期・クラス・

　氏名を入力してください。

名簿の整備と活用について

『有機化学のための分子間力入門』 西尾元宏（５期）著 講談社
『分子論からみる有機化学』 西尾元宏（５期）著 講談社
『CH/π   INTERACTION』 MOTOHIRO NISHIO著 WILEY-VCH
『砂糖はなぜ甘い』 西尾元宏（５期）著 講談社
『蒸気機関車讃歌』 山岸起一郎（15期）著 クレオ
『台北近郊　魅力的な町めぐり』 川田秀文（14期）共著 ダイヤモンド社

母校の閉校にあたり、卒業生、教職員
の著書を集めて開設された「八雲が丘
文庫」に右の著書の寄贈がありました。

＜寄贈いただく場合の送り先＞  
〒152-0023 東京都目黒区八雲１－１－２
都立桜修館中等教育学校内「八雲が丘文庫担当」  
電話03-3723-9966（恐れ入りますが送料のご負
担をお願いいたします。卒業生・教職員の著作
以外は受け付けておりません。

「八雲が丘文庫」寄贈図書
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昨
年
の
９
月
６
・
７
日
の
両

日
、
都
立
新
制
高
等
学
校
以
来

の
伝
統
を
引
き
継
い
で
回
を
重

ね
、
今
回
で
66
回
を
数
え
る
記

念
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
受
付
を
済

ま
せ
る
と
、
雨
対
策
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
で
カ
バ
ー
さ
れ
た
色

と
り
ど
り
の
立
て
看
板
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

中
高
生
と
お
ぼ
し
き
見
学
者

も
チ
ラ
ホ
ラ
見
か
け
ま
す
が
、

や
は
り
圧
倒
的
な
多
数
派
は
小

学
生
と
そ
の
家
族
。
前
年
の
２

～
３
割
減
と
い
っ
た
感
じ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
横
状
態
が

続
い
て
見
学
も
ま
ま
な
ら
な
い

事
態
が
緩
和
さ
れ
、
む
し
ろ
適

正
な
状
態
に
な
っ
た
感
が
あ
り

ま
し
た
。

第
66
回
記
念
祭
報
告

パーシモンホールに面した大看板立て看板、幟が競い合う中庭

雨対策で飾り付けも外され、ちょっと寂しいゲート周り

やはり主役は、小学生とその保護者

７日朝は小雨の中のオープンとなりました

同窓会の部屋には写真や同人誌、機関誌などの展示物

いろいろ質問を浴びせる現役生徒たち

初めてプロジェクターを活用した合唱イベント

今回のプログラム
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同
窓
会
と
し
て
は
、
前
年
と

同
じ
Ｂ
棟
２
階
２
０
１
講
義
室

に
、
同
窓
会
の
部
屋
「
八
雲
が

丘
の
集
い
」
を
出
展
。
例
年
の

如
く
写
真
パ
ネ
ル
や
歴
史
を
物

語
る
資
料
な
ど
を
展
示
し
、「
校

歌
・
学
生
歌
・
寮
歌
・
記
念
祭

歌
集
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
終
日
放
映

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
７
日
の
日
曜
に
は
、

２
階
コ
ン
コ
ー
ス
に
ス
ク
リ
ー

ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
運
び
、

定
例
と
な
っ
て
い
る
旧
制
府
立

高
校
同
窓
会
有
志
を
中
心
と
す

る
校
歌
な
ど
の
合
唱
を
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
て
参
加

し
た
都
大
附
高
の
同
窓
生
が
増

え
、
桜
修
館
の
校
長
先
生
は
じ

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
参
加
も

あ
っ
て
、
手
応
え
を
感
じ
ま
し

た
。今

年
の
記
念
祭
も
９
月
前
半

の
開
催
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

来
校
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

サブアリーナでのコンサート メインアリーナでの吹奏楽部「サーカすいそうがく！！」の演奏

カラフルな飾り付けで賑わう模擬店

繁盛店はご覧の通り

通路も立派な展示場

アーカイブ〖 archive 〗

ファイヤーの炎に彩られて、みんな生き生きと輝いていた
校長先生にもお入りいただいての記念サツエイ

時を超え世代を超えて歌声はひとつに
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桜
修
館
中
等
教
育
学
校
の
前

身
、
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等

学
校
卒
業
生
の
私
が
経
験
し
た

高
校
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

15
歳
、
16
歳
と
い
う
思
春
期
ま
っ

た
だ
中
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
前

で
、
母
の
目
、
経
営
者
と
し
て

の
目
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
の

目
＿
３
つ
の
視
点
か
ら
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

40
名
近
い
生
徒
の
皆
さ
ん
は

姿
勢
よ
く
真
っ
直
ぐ
な
視
線
で

講
演
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
何
か
を
吸
収
し
た
い
！
と

い
う
気
持
ち
を
強
く
も
っ
て
お

ら
れ
る
の
だ
と
、
世
の
大
人
の

社
会
に
い
る
と
失
わ
れ
が
ち
な
、

か
つ
て
の
自
分
の
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
エ
イ
ジ
を
思
い
出
す
よ
う
な

ピ
ュ
ア
な
目
の
輝
き
に
触
れ
、

嬉
し
い
緊
張
の
中
で
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
の
講
演
者
の
方
は
、
15
歳

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
的
な
「
私
の

仕
事
は
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま

す
」
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
、

そ
れ
ら
の
中
で
、「
ど
ん
な
時

に
で
も
、
ど
ん
な
環
境
の
変
化

の
中
で
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い

自
分
を
も
つ
た
め
に
」
と
い
う

私
の
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
く
だ

さ
っ
た
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
生

き
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
働
く

と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
よ

う
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
、
學
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
講
師
の
打
診
を
い

た
だ
い
た
際
に
、
ど
う

い
う
趣
旨
の
も
の
で
す

か
？
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
、
生

田
茂
校
長（
都
立
大
学
・

首
都
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ

と
の
原
点
は
旧
字
体
の

「
學
」
に
あ
る
、
と
い

う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

そ
う
で
す
が
、
な
ん
の

た
め
に
、
ど
ん
な
目
的

で
毎
年
続
け
て
い
る
の

か
、
誰
も
分
か
ら
な
い
形
骸
化

し
た
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

世
の
中
は
そ
ん
な
も
の
で
溢

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
敏
感

な
感
性
を
持
つ
思
春
期
の
彼
ら

に
対
し
て
、
大
人
と
し
て
、
と

て
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
少
し
で
も
彼
ら
の
未

来
に
と
っ
て
、
生
き
る
こ
と
は

自
分
の
足
を
毎
日
、
一
歩
ず
つ

前
に
出
す
こ
と
の
積
み
重
ね
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
大
人
は
貴

方
た
ち
に
そ
れ
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
見
（
魅
）
せ
た
も
の

を
拾
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
學
び

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

		

「
學
」
に
は
未
熟
な
も
の
に
伝

授
す
る
と
い
う
意
味
と
、
五
感

を
使
っ
て
真
似
を
す
る
こ
と
で

自
分
の
身
に
つ
け
る
と
い
う
二

つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
講
演

後
、
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
の

自
治
会
会
長
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
も
っ
と
、
ほ
ん

も
の
の
人
生
を
学
び
た
い
ん
で

す
！
」
と
。
今
、
彼
は
、
周
囲

に
お
ら
れ
る
優
れ
た
大
人
た
ち

か
ら
學
び
を
得
、
高
校
生
な
が

ら
に
企
業
の
顧
問
役
ま
で
を
務

め
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

僅
か
40
分
程
の
私
の
話
が
、

未
来
の
可
能
性
の
一
助
と
な
る

き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た

出
会
い
に
、
驚
き
と
共
に
、
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
同
窓

会
の
友
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。「
一
期
一
会
」

の
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
學

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
検
索
い
た
だ

く
と
、
講
演
内
容
を
映
像
で
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
興
味
ご
ざ
い
ま
す
方
は
、
ぜ

ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

（
㈱
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	

代
表
取
締
役
）

32
回
を
数
え
る
「
八
雲
展
」

が
２
０
１
４
年
５
月
９
日
～
14

日
、
例
年
通
り
品
川
区
・
大
崎
の

Ｏ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
出
品
者
37
名
、
来
場

者
は
約
９
０
０
名
を
数
え
ま
し

た
。　八

雲
展
は
旧
制
か
ら
新
制
初

期
に
美
術
を
教
え
ら
れ
て
い
た

漆
絵
の
大
家
、
松
岡
正
雄
（
大

和
）
先
生
の
教
え
子
達
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
会
で
す
。
第
20
回

か
ら
は
、
そ
の
後
の
美
研
Ｏ
Ｂ

と
都
立
大
学
の
方
が
加
わ
り
、

リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
そ
の
ま
ま
に

プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
和
気
藹
藹
と

や
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
高
校
在
学
時
に
聞
か
さ

れ
て
い
た
旧
制
の
方
々
と
云
え

ば
、
ま
さ
に
雲
の
上
の
存
在
で

し
た
が
、
こ
の
会
の
お
蔭
で
い

ろ
い
ろ
含
蓄
あ
る
お
話
等
も
伺

え
、
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
幸

運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

大
先
輩
方
も
年
々
少
な
く
な
り
、

仕
方
の
な
い
事
と
は
い
え
寂
し

い
限
り
で
す
。

こ
の
会
で
は
、
50
代
の
私
た

ち
が
一
番
若
手
で
す
!
（
笑
）

も
っ
と
若
い
方
々
は
仕
事
や
育

児
等
で
何
か
と
忙
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
こ
う
い
う
目
標
が
あ

れ
ば
久
し
ぶ
り
に
絵
筆
を
取
っ

て
み
よ
う
か
と
い
う
気
に
な
る

も
の
で
す
。
私
た
ち
の
期
は
、

年
に
一
度
こ
こ
に
集
ま
り
、
作

品
鑑
賞
を
肴
に
一
杯
や
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
楽
し
み
方
も
歓
迎
で
す
。

会
場
に
は
油
彩
、
水
彩
、
日

本
画
、
墨
絵
、
彫
刻
、
イ
ラ
ス

ト
、	

CG
動
画
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
実
に
多
彩
な
作
品
が
並
び

ま
す
。
今
年
は
５
月
８
日
～
13

日
、
Ｏ
美
術
館
で
開
催
予
定
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
はyakumoten

で
、
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
幡 

万
里
子
・
35
期
（
１
９
８
５
＝
昭
和
60
年
卒
）

學
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
師
を
つ
と
め
て

「
自
分
を
信
じ
未
来
を
信
じ
る
力
を
も
つ
た
め
に
」

第
32
回 

八
雲
展
瀬
川
智
貴
・
29
期

寄 稿
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輩
の
練
習
の
面
倒
を
見
た
り
、

夏
の
合
宿
や
春
の
遠
征
試
合
に

連
れ
て
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
社
会
人
と
な
り
、
高
校

の
練
習
や
合
宿
に
は
行
か
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
OB
で
チ
ー
ム

を
作
り
目
黒
区
の
大
会
な
ど
に

出
て
い
ま
し
た
。　
　

そ
し
て
月
日
が
た
ち
、
都
立

大
学
附
属
高
等
学
校
が
な
く
な

り
、
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
と

い
う
中
高
一
貫
の
学
校
が
で
き

る
時
が
き
ま
し
た
。　
　
　
　

私
が
都
立
大
学
附
属
高
等
学

校
に
入
学
し
た
の
は
学
園
紛
争

真
っ
盛
り
の
時
で
し
た
。
教
務

室
が
封
鎖
さ
れ
て
い
て
、
６
月

ぐ
ら
い
ま
で
は
授
業
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
直
ぐ
に
サ
ッ
カ
ー
部
に

入
部
し
ま
し
た
。
当
時
の
練
習

は
キ
ャ
プ
テ
ン
が
考
え
て
や
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
土

曜
日
に
な
る
と
OB
が
た
く
さ
ん

来
て
色
々
と
面
倒
を
見
て
く
れ

ま
し
た
。
合
宿
も
OB
が
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
く
れ
、
練
習

試
合
な
ど
も
組
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
春
休
み
に
は
沼
津

の
寮
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、

毎
日
の
よ
う
に
近
く
の
高
校
と

話
を
し
て
練
習
試
合
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
大
会

で
の
良
い
成
績
に
つ
な
が
っ
た

と
思
わ
れ
、
感
謝
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
頃
の
都
立
大
附
属
は
都

立
高
校
で
は
強
い
方
で
、
先
輩

た
ち
は
帝
京
高
校
に
勝
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
卒
業

し
て
も
伝
統
を
守
り
な
が
ら
後

　

中
学
生
が
入
学
し
て
き
て

サ
ッ
カ
ー
部
も
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
顧
問
の
先
生
が
審
判

の
資
格
を
持
た
れ
て
い
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
と
都
大
附
サ
ッ

カ
ー
部
の
OB
か
ら
話
が
あ
り
、

資
格
を
持
っ
て
い
る
私
が
試
合

の
時
に
審
判
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

最
後
の
都
大
附
の
生
徒
が
入

学
し
、
桜
修
館
の
一
期
生
が
３

年
生
に
な
っ
た
時
に
、
30
数
年

ぶ
り
に
サ
ッ
カ
ー
部
の
合
宿
に

参
加
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
き
っ
か
け
で
若
手
の

20
代
、
30
代
の
OB
と
知
り
合
い
、

私
よ
り
上
の
OB
と
若
手
の
OB
と

一
緒
に
な
り
新
し
い
OB
会
を
作

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
八
雲
桜
蹴
会
」
の
名
前
で

都
立
大
附
属
と
桜
修
館
に
ま
た

が
る
サ
ッ
カ
ー
部
OB
会
を
立
ち

上
げ
、
中
高
の
現
役
サ
ッ
カ
ー

部
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
合
宿
に
行
っ
た
次

の
年
か
ら
主
に
桜
修
館
サ
ッ

カ
ー
部
の
中
学
生
の
指
導
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合
宿

に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

都
大
附
の
生
徒
が
全
員
卒
業
し

て
か
ら
は
、
中
学
、
高
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
の
面
倒
を
見
て
い
ま
す
。

夏
の
合
宿
で
は
OB
会
か
ら
粉

末
の
ポ
カ
リ
の
差
し
入
れ
を
し

た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
陣
中
見
舞
い

に
す
い
か
を
持
っ
て
来
た
り
し

て
く
れ
る
年
寄
り
の
？
OB
も
い

ま
す
。
現
在
私
は
中
学
生
を
中

心
に
、
時
間
が
あ
る
時
は
高
校

生
の
練
習
も
見
て
い
ま
す
。
１

期
生
、
２
期
生
の
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
は
現
役
で
東
大
に
入
学
す

る
選
手
も
で
ま
し
た
。
文
武
両

道
の
選
手
を
育
て
ら
れ
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
立
大
学
通
用
門
の
向
か
い

に
あ
っ
た
旭
ベ
ー
カ
リ
ー
。

ア
サ
ベ
。
近
隣
在
住
や
東
横

線
通
学
の
方
々
に
は
、
知
ら
な

い
方
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
お

馴
染
み
パ
ン
屋
さ
ん
。

在
校
の
頃
の
昼
食
は
、
大
学

生
協
の
学
食
の
た
ぬ
き
う
ど
ん

が
35
円
（
す
ぐ
に
40
円
に
な
っ

た
が
）
で
済
ま
せ
ら
れ
た
の
に

比
べ
る
と
割
高
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
部
活
の
帰
り
に
小
腹

が
空
い
た
の
で
パ
ン
１
個
買
っ

て
…
と
い
っ
た
風
で
、
ア
サ
べ

を
頻
繁
に
利
用
し
た
記
憶
は
な

い
。大

学
を
過
ぎ
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
の
方
が
、
遥
か
に
ア
サ

べ
の
ご
厄
介
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ビ
グ
ラ
タ
ン
、
焼
き
ソ
バ
、

コ
ロ
ッ
ケ
、
そ
し
て
北
国
パ
ン
。

３
歳
違
い
の
３
人
の
子
供
が
い

る
の
で
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
パ
ン

に
も
長
い
こ
と
お
世
話
に
な
っ

た
も
の
だ
。

７
人
家
族
で
１
回
の
買
い
物

が
２
～
３
０
０
０
円
と
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
か
ら
か
、
そ
れ

と
も
風
貌
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た

か
ら
か
顔
を
覚
え
ら
れ
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
会
計
を
し
て
い
る

と
店
主
が
挨
拶
に
出
て
く
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

７
月
初
め
に
立
ち
寄
っ
た
時
、

店
主
の
姿
が
見
え
な
い
、
し
か

も
品
数
が
随
分
減
っ
て
い
る
。

そ
の
翌
々
週
も
顔
を
出
さ
な
い
。

入
院
で
も
し
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、こ
の
「
お
知
ら
せ
」

が
貼
り
出
さ
れ
て
い
た
。

錦
織　

晃
・
23
期

根
岸
之
夫
・
21
期

寄 稿

寄 稿

サ
ッ
カ
ー
部
の
思
い
出
と　
　

会
の
活
動

B
O

あ
り
が
と
う
、
そ
し
て

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

中学・高校、卒業生合同で正月恒例の初蹴り

都大会予選・対北園高校戦



同期会・クラス会レポート

こ
え
て
い
た
。

　

古
稀
だ
け
に
参
加
70
人
が
目
標
。
各
組
ご

と
に
世
話
人
を
決
め
て
丁
寧
に
参
加
者
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
目
標
に
近
い
62
人
の
同
期

が
集
ま
っ
た
。
久
方
ぶ
り
の
顔
も
あ
り
、
遠

方
か
ら
の
顔
も
あ
り
、
初
夏
の
新
宿
の
地
上

42
階
の
夜
は
、
実
に
楽
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
歌
詞
を
映
し
出
し
て
学
生

歌
、
記
念
祭
歌
、
校
歌
を
歌
う
こ
ろ
に
は
、

50
余
年
の
時
を
超
え
て
、
参
加
者
全
員
が
高

校
時
代
の
気
分
に
戻
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
話
人
会
・
記
）

  

日
時
：
２
０
１
４
年
4
月 

19
日
（
土
）

  

会
場
：
神
田
「
如
水
会
館
」

  

参
加
者
：
90
名

14
期
の
卒
業
50
周
年
記
念
同
期
会
が
、
神

田
の
如
水
会
館
に
て
２
０
１
４
年
４
月
19
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
春
の
暖
か
い
陽
の
中
、
約
２
０
０
名

の
卒
業
生
の
内
、
90
名
が
集
ま
り
盛
況
の
会

に
な
り
ま
し
た
。

50
周
年
と
い
う
節
目
、
そ
し
て
60
歳
代

終
わ
り
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
胸
に
期
す
る
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
れ
ま
で
の
人

生
を
、
風
格
あ
る
風
貌
の
中
に
表
し
て
い
ま

し
た
が
、
話
を
始
め
る
と
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
下

  

日
時
：
２
０
１
４
年
６
月 

15
日
（
日
）

  

会
場
：
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

  

参
加
者
：
　
名

　

私
た
ち
13
期
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
３

月
末
ま
で
に
70
歳
の
古
稀
を
迎
え
る
。
同
期

会
は
今
世
紀
に
入
っ
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る

が
、
最
近
は
参
加
者
が
や
や
固
定
化
さ
れ
て

い
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
古
稀
記
念

の
同
期
会
を
少
し
盛
大
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
、
と
の
声
は
前
年
の
同
期
会
の
時
か
ら
聞

  
日
時
：
２
０
１
４
年
11
月 

22
日
（
土
）

  
会
場
：
表
参
道
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
山
荘

  
参
加
者
：
42
名

１
９
５
８
年
３
月
に
卒
業
し
た
８
期
生
（
人

呼
ん
で
厄
介
生
）
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

毎
年
11
月
の
最
終
土
曜
日
ご
ろ
に
青
山
荘
で

同
期
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
10
年
の
出
席

者
は
40
～
50
名
で
推
移
し
て
お
り
、
閉
会
時

に
次
年
度
の
幹
事
４
名
を
選
出
し
、
会
場
を

仮
予
約
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

今
年
は
常
連
の
参
加
者
に
加
え
て
長
期
の

米
国
滞
在
か
ら
帰
国
さ
れ
た
Ｓ
君
が
初
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
で
帰
国
談
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。
残
念
な
が
ら
当
日
朝
体
調
を
崩
し
て

緊
急
入
院
し
た
と
い
う
開
会
直
前
の
病
院
か

ら
の
電
話
で
ド
タ
キ
ャ
ン
。
い
つ
も
張
り
切
っ

て
参
加
し
て
い
た
Ｋ
さ
ん
が
つ
い
に
現
れ
な

い
の
で
電
話
し
た
ら
家
に
い
て
平
然
と
“
来

週
で
し
ょ
う
”
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
報
告

で
閉
会
し
た
。
い
ず
れ
も
新
米
の
後
期
高
齢

者
ら
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
ド
タ
キ
ャ
ン
２
名
。

２
０
１
１
年
４
名
、
２
０
１
２
年
３
名
と

続
い
て
、
恒
例
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た
冒
頭

の
黙
祷
が
昨
年
は
途
絶
え
た
が
、
今
年
１
名

で
復
活
。
累
計
19
名
。

在
校
中
は
一
言
も
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と

の
な
い
相
手
と
、
半
世
紀
た
っ
て
い
る
の
に

一
瞬
の
う
ち
に
親
し
い
友
人
に
な
れ
る
魔
法

の
よ
う
な
個
別
歓
談
の
時
間
と
、
今
年
の
特

別
の
話
題
を
も
っ
た
何
人
か
の
ス
ピ
ー
チ
の

時
間
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
が
幹
事
の
腕

の
見
せ
所
で
あ
る
。
今
年
は
前
者
に
重
点
を

置
い
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
ト
リ
は
例
年
Y
君
に
決
ま
っ

て
い
る
。
自
動
車
教
習
所
で
鍛
え
た
話
術
が

老
人
会
で
磨
き
が
か
か
り
、
安
倍
政
治
と
最

近
の
世
相
に
吹
き
矢
を
放
っ
た
。

（
須
田
大
春
・
記
）

第
８
期 

同
期
会

第
13
期

古
稀
記
念
同
期
会

62

第
14
期

卒
業
50
周
年
記
念
同
期
会

10
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同期会・クラス会レポート
で
語
り
合
っ
て
い
た
頃
の
顔
に
一
瞬
に
し
て

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ

の
ま
ま
二
次
会
に
流
れ
、
現
状
報
告
・
懐
か

し
い
思
い
出
と
終
わ
る
事
な
く
楽
し
く
語
り

合
い
ま
し
た
。

今
回
も
参
加
の
ご
予
定
だ
っ
た
喜
多
迅
鷹

先
生
が
急
の
病
の
た
め
ご
欠
席
と
な
り
、
今

回
は
恩
師
が
ど
な
た
も
ご
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
こ
と
が
唯
一
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

（
千
谷
基
雄
・
記
）

  

日
時
：
２
０
１
４
年
2
月 

15
日
（
土
）

  

会
場
：
渋
谷
「
パ
ン
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

  

参
加
者
：
14
名

45
年
ぶ
り
の
大
雪
！	

記
念
す
べ
き
第
10
回

の
ク
ラ
ス
会
が
こ
ん
な
日
に
重
な
っ
て
し
ま

う
と
は
。

実
施
す
る
か
否
か
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
迷
う

が
、“
深
夜
に
雨
に
変
わ
る
”
と
の
予
報
に
期

待
し
て
開
催
し
た
。
が
、
な
ん
と
早
朝
に
東

横
線
が
脱
線
事
故
。
と
ん
で
も
な
い
日
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
６
人
が
や
む
な
く
断
念
。
な

か
に
は
皆
勤
を
誇
っ
て
い
た
方
も
い
て
、
申

し
訳
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

第
16
期

G
組
ク
ラ
ス
会

11

一
人
ひ
と
り
“
足
”
の
確
保
が
大
問
題
だ
っ

た
が
、
歩
い
た
り
バ
ス
で
大
ま
わ
り
し
た
り

と
、
何
と
か
工
夫
す
る
も
の
で
、
開
始
時
間

ま
で
に
は
、
参
加
者
14
人
の
ほ
と
ん
ど
が
揃
っ

た
。み

ん
な
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
あ
る
。
会
場

ま
で
の“
た
ど
り
着
き
方
”か
ら
話
が
始
ま
り
、

青
森
か
ら
駆
け
付
け
た
方
、
20
年
の
海
外
勤

務
が
終
わ
っ
て
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
方
な

ど
を
囲
ん
で
、
賑
や
か
な
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
、
元
気
に
“
吹
き
す
さ
ぶ
”
な
ど
を

歌
い
あ
げ
、
雪
の
残
る
道
を
安
全
第
一
で
家

路
に
向
か
っ
た
。
ま
こ
と
に
“
記
憶
に
残
る

ク
ラ
ス
会
”
だ
っ
た
。	　

　
（
黒
田
和
雄
・
記
）

  

日
時
：
２
０
１
４
年
５
月 

31
日
（
土
）

　
　
　

  

午
後
３
時
～
６
時

  

会
場
：
渋
谷
「
シ
ダ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
」

  

参
加
者
：
１
４
7
名

　

前
回
実
施
か
ら
実
に
20
年
ぶ
り
の
同
期
会

を
想
い
出
深
い
渋
谷
で
開
催
し
、
１
４
５
名

の
同
期
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
元
担
任
の
Ｂ
組
上
田

先
生
と
Ｃ
組
久
野
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
卒
業
以
来
の
再
会
や
20
年
振
り

に
再
会
し
た
喜
び
の
輪
と
歓
声
が
あ
ち
こ
ち

で
広
が
り
、
固
い
握
手
や
肩
を
抱
き
合
う
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
恒
例
の
記
念
祭
歌
を
、
全
員
が
輪

に
な
っ
て
肩
を
組
み
声
を
張
り
上
げ
て
熱
唱
、

そ
の
後
ク
ラ
ス
毎
と
参
加
者
全
員
の
記
念
撮

影
を
楽
し
く
行
な
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
幹
事
の
秋
田
君
（
Ｃ
組
）
が
「
次

回
同
期
会
パ
ー
テ
ィ

を
５
年
後
に
開
催
し

ま
す
。
ま
た
元
気
な

姿
で
再
会
し
ま
し
ょ

う
！
」
の
言
葉
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

（
内
田	

稔
・
記
）

第
22
期

同
期
会
パ
ー
テ
ィ
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編
集
後
記

　

今
回
の
会
報
に
は
、
多
数
の

訃
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の

１
年
間
に
亡
く
な
っ
た
会
員
だ

け
で
な
く
、
か
な
り
前
に
亡
く

な
っ
た
方
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

名
簿
情
報
の
変
更
は
、
訃
報
だ

け
を
会
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
連
絡
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
先
の
話
で
は
あ

り
ま
す
が
、
来
年
の
同
窓
会
報

の
原
稿
を
大
募
集
い
た
し
ま
す
。

「
多
す
ぎ
て
入
ら
な
い
」
と
い
う

嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
み
た
い
。

そ
こ
で
、

早
く
も
会
報
原
稿
大
募
集
！

特
に
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
、

同
好
会
、
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
の
原
稿

を
た
く
さ
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

思
い
出
話
や
思
い
出
写
真
、
随

想
な
ど
の
寄
稿
も
歓
迎
で
す
。

締
め
切
り
は
今
年
の
10
月
31
日

で
す
。

　
　

同
窓
会
報
編
集
委
員
会

	

8
期　

須
田　

大
春

	

13
期　

宍
戸　

迪
武

	

14
期　

川
田　

秀
文

	

18
期　

北
原　

久
利

	

21
期　

根
岸　

之
夫

	

26
期　

嶋
津　

和
行

	

35
期　

石
川　

恵
子

訃	報　	謹んでお悔やみ申し上げます
理科 進藤　綏子先生 2010年5月29日
国語 杉山　隆三先生 2008年6月
世界史 早渕　昭秀先生 2013年11月6日
英語 町野　静雄先生 1982年8月20日

英語 上田　貞子先生 2013年
国語 金田　友行先生 2001年5月2日
化学 工藤　順義先生 2011年12月26日
校長 久保　謙一先生 2005年10月

１Ａ 三善				晃 2013年10月4日
２Ａ 井上　昌已 2014年5月25日
３Ｂ 池谷　重徳 2014年8月11日
３Ｃ 伊藤酒造雄 2014年11月24日
４Ａ 室田　和夫 2012年12月14日
４Ａ 矢野　直之 1999年9月10日
４Ａ 吉田　守利 2013年5月1日
４Ａ 桜庭せつ子 小俣
４Ｂ 朴　　順京 新井康久 2013年2月12日
４Ｂ 清田　雅義 2009年8月23日
４Ｃ 稲葉　和也 2009年6月7日
４Ｃ 岸田　尚友 2010年2月13日
４Ｃ 佐原　正三 2009年2月22日
４Ｃ 羽野　易久 2013年7月
５Ｂ 林　　明江 相良 2014年4月
６Ｂ 吉田　敬一 2013年3月
６Ｂ 梶原　道子 大野 2013年7月13日
６Ｃ 長浜　幸郎 2014年3月
７Ａ 伊東　弥栄 2013年8月28日
８Ａ 小川　裕之 2011年5月21日
８Ａ 齋藤　邦輔 2012年7月5日
８Ａ 堀切　　潔 2012年7月31日
８Ａ 後藤　葉子 真弓 2005年6月17日
８Ａ 宮川　文雄 2014年3月6日
８Ｂ 加藤　弘道 2006年8月30日
８Ｃ 岩井　秀夫 2011年12月5日
９Ａ 千谷　啓雄 2012年6月6日
９Ｂ 青柳　茂夫
９Ｂ 桜井　郁郎
９Ｂ 白子　郁夫 2014年7月
９Ｂ 岡田　淳子 平山
９Ｂ 惣川まりな 団

11Ａ 浅山　健二
11Ｃ 石井　伸男
11Ｃ 久保真一郎
11Ｃ 木村　輝子 2013年7月31日
12Ａ 山本　公之 2012年10月11日
13Ａ 市橋　　貴 2014年10月24日
14Ａ 傍島　　眞 2007年12月
14Ｂ 吉川　芳彦 2013年4月
14Ｂ 村口　峡子 伊東
14Ｃ 佐藤　利雄
14Ｃ 中本　幸雄
14Ｃ 高沢瑠美子 吉田 2013年7月
17Ｂ 勝村英美子 加崎 2009年6月
18Ｃ 金島　正男
18Ｃ 山中　　塁
18Ｆ 大築　　準
20Ｃ 内山　　宏
20Ｃ 宮澤　　正
20Ｅ 斎藤　　博
20Ｅ 内藤　静子
21Ｄ 井草　正彦
22C 種市　秀美 小出
22Ｅ 金子　正美 2012年
22Ｆ 小川　保徳
22Ｆ 竹内　良平 2014年6月27日
22Ｆ 山本　　智
23Ｂ 川口　宏吉
26Ｃ 前田　直美 堀江
26Ｄ 伊東　英子 中村 2008年5月
26Ｄ 阿部　謡子 桑原 2008年11月14日
35Ａ 菅　　波子 関根 2014年10月8日

  「校歌・學生歌・寮歌・記念祭歌集」ＤＶＤ
母校の閉校を記念して、２０１０年	
に会員１００名の参加により収
録されたＤＶＤ。歌詞小冊子付。
　　　 ＜収録内容＞
全編３３分。歌詞	字幕
吹奏楽：校歌（嗚呼西山の）、	
學生歌（青春といふ）、文乙歌	
（いざ友）

斉唱：校歌、學生歌（嗚呼烈誠の）、學生歌（青春といふ）、	
文乙歌、第五寮歌（紫の霞）、第八寮歌（春残更に）、新制第	
１回記念祭歌（手をつなげ）、第２回記念祭歌（古きいら
か）、第７回記念祭歌（吹きすさぶ）、第17回記念祭歌（晩夏
に集う）、乾杯の歌（Stein	Song）

頒布価格（送料とも）１，５００円　　   ≪残部僅少≫
＜同窓会事務局まで郵送または、同窓会ホームページの
Contact欄からご注文ください。DVD到着後、銀行振り	
込みにてご入金ください＞

同窓会事務局に連絡のあった方のみ掲載しています
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